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　　外洋上プ ラッ トフ ォ
ーム の 研究開発

　　　　　 一調和設計法の 開発一

中條俊樹、石 田茂資、齋藤昌勝、湯川和浩、

　　　　　　中島康晴、山本譲 司

　　　　　　　 平成23年 3月

　 第 22回 海 洋 工 学 シ ン ポ ジ ウ ム 講演論文集

　 国土交通省受託研究 「外洋上 プ ラ ッ トフ ォ
ーム の 研 究 開

発」 に おい て、設 計支援ツ
ール として 開発 した調 和設計 プ ロ

グラム に対 し、22年度に は試設計結果や nCC 調査結果を力口

えた改良を行 っ た の で報告を行っ た。
　 海底熱水鉱床開発、メタ ンハ イ ドレ

ート試探掘、食糧
・

エ

ネル ギ
ー
複合利活用、洋上風力発電を利活用法 とし、海底 熱

水鉱床開発の 場合は基本 計画 か ら安 全性 ・経済性 評価、排水

挙動解析 まで 実施し、その 他につ い ては基本計画、建造 コ ス

トの 算出 と安全性評価を実施 しt［ e 本報告で は、海底熱水鉱

床開発 用プ ラ ッ トフ ォ
ー

ム の 基 本仕様、初期コ ス ト、安全性

等に加 え、セ ミサブ型 プ ラ ッ トフ ォ
ーム の 基本 仕様につ い て

も報告 した。
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図　調和設計プ ロ グ ラム の 係留安全 性 評 価 結果 例

ス パ ー型風力発電施設の 基本計画と係留安全性

石 田茂資 、 中條俊樹 、高井 隆三 、加藤俊司、

　　　　　　國分 健太郎、斉藤昌勝

　　　　　　　　 平成23年 3月

　　 第22回 海 洋 工 学 シ ン ポジウム 講演論 文集

　 「外 洋上 プ ラ ッ トフ ォ
ー

ム の 研究開発 」　（国土交通省

受託 ）で 対 象 と したス パ ー
型風力発電施設 に つ い て 、係

留 シ ス テ ム を中心 に基本計画を検討 し た。海域面積の 最

小化、ア ン カー
の 共 有化、及 び ジ ャ イ ロ モ ーメ ン トに よ

る ヨ
ー

運動 の 抑制を 図 るた め、3頂 点 の 星 形 トート係 留

を採用 し、水槽実験 に

よ り 安 全 性 を 評 価 し

た。

　実 験 で は 係 留 位置 を

浮 体 下 端、中央、上端

の 3通 りに 変化 させ た 。

そ の 結果、中央及 び 上

端 で は ピ ッ チ ン グ運 動

が抑制 され る も の の 係

留 ラ イ ン の 張 力 が 極 め

て 大 き く な る
一

方、本

研 究 で 提 案 した 下 端位

置 で は 所 要 の 安全 率を

確保 で きる こ とが わ か

っ た。
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係留位置に よ る 索張力の 変化

　　　　（時 間波形 ）

外洋上プラ ッ トフ ォ
ーム の研究開発の概要

　 正信聡太郎、加藤俊司、石 田茂資、

　　　　　宇都 正 太郎、井上俊司

　　　　　　　 平成23年 3月

　 第22回 海 洋 工 学 シ ン ポジ ウ ム 講演論文集

　当所で は 国土交通省 か らの 受託研究 「外洋上 プ ラ ッ ト

フ ォ
ーム の 研 究開発 」 を実施 し て い る。

　本プ ロ ジ ェ ク トで は 、多様な 利用 形 態 に適用 可 能 な外

洋上 プ ラッ トフ ォ
ーム を実現す る た め、浮 体構造物の 安

定性 ・信頼性向上 技術、係留技術等の 要 素技 術 の 開発 を

実施す る とと も に、優先 度の 高 い 利 活 用 分 野 につ い て プ

ラ ッ トフ ォ
ーム の 試 設 計 を実施 し て 、こ れ らの 結果等 を

活 用 して、経済性 ・安全性 ・環 境影響 の 適切 なバ ラ ン ス

を 図 りな が らプ ラ ッ トフ ォ
ー

ム の 設計 を 効率 的 に 行 う

た め の 設 計技術 （調和設計法〉を 開発 し て い る。

　本稿 で は、本プ ロ ジ ェ ク トの 概 要 に つ い て報 告す る。

図 　調 和設 計法の 概 要 と試 設 計 例

メ タ ン ハ イ ドレ
ー

ト試探堀用 リグの 基本計画

湯川和浩 、谷 口友基、中條俊樹、正信聡太郎

　　　　　　　　平成22年 3月

　　第22回海 洋 工 学シ ン ポジ ウム 講演論文集

　当所 で は、平成 19年 度 よ り実施 して い る 国 土交通省受

託研究 「外洋上 プ ラ ッ トフ ォ
ーム の 研 究開 発 」にお い て 、

安全性 ・経済性 ・環壌影響 の バ ラ ン ス が 取 れ た海 洋 構 造

物 の 設計支援 シ ス テ ム （以下、調 和 設 計 法 ）を 開発 した。

本論文 で は 、メ タ ン ハ イ ドレ ートの 試 探 掘作業 を 例 と し

て 、適用 可能な候補浮体の 基 本計画を 検討 し た。事前に

検 討 を行 っ た機能 要件や 運 用計画に 基 づ き、調和設計法

が 算出 した浮体 の 中か らセ ミ サブ リグ を 候補 の
一

つ と

して選 択 し、索係留 シ ス テ ム やDPS の 設計を行 っ た。ま

た、調 和設 計法の 安全性評価支援部を用い 、係留索の 安

全 率やDPS の 位置 保 持性能 を評価 し た。更 に、内部タン

ク配 置の 検 討 と復原 性評価 を実施 し、メ タ ン ハ イ ドレ ー

ト試 探 掘 用 リ グの 成立 性 を 検証 した の で 、そ の 結果 を報

告す る、
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